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新年にあたり私たちの機関誌“シャンテ”の由来をご紹介いたしましょう


以下の記事は平成12年当時の当団ホームページ記事です。


「♪ラララ 小さな傷あと　明日の悲しみ なくした言葉を捜して歌おう　さあ歌おう ラララ－ 悲しみうずめて　心を開いて　再び息づく生命を歌おう さあ歌おう 胸にひびく　歌があれば夜はあける　自由が見える ♪ラララ－－－（繰り返し）


これは、ジルベール・ベコー作曲の「シャンテ」の歌詞です。私達とんだばやし混声合唱団の会報の名前の由来である「シャンテ」。フランス語で「歌う」と言う意味です。以前にも紹介させていただきましたが､私達合唱団のルーツである富田林市少年少女合唱団OB・OG合唱団が、ちょうど５年前（1995年１月）、その活動目標であった「富田林市少年少女合唱団結成３０周年定期演奏会」の特別ステージでの第１曲目が、この曲でした。（この曲を歌いながら入場してきました。）　OB・OG合唱団活動中の会報でもこの名称を使用していたことから、その名残りともいえます。原点に立ち返る意味から､機会があれば、今一度みんなで歌ってみたいものです。」


（代々の担当者の皆様ありがとうございました。ユーチューブで“岸洋子　シャンテ”と入力すれば岸洋子さんによる歌唱が見られます。今私たちが取り組んでいる音楽に通じるものが感じられます。現シャンテ担当）








ＨＰだより：委嘱ニュ－スNo28～源田先生からのメッセ－ジ拝受！ さん 2013年 12月 11日 22時 39分 38秒 


楽譜の巻頭を飾っていただく源田先生の原稿が送られてきました。少し長くなりますが、一足先にご紹介させていただきます。素敵な音楽の誕生にふさわしいオリジナル楽譜になるよう、いろいろ検討を重ね準備しています。年内に印刷発注し、年明け早々に皆さんに配布できるよう頑張ります。お楽しみに。　　　　　委嘱委員


♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪


【巻頭メッセージ】　混声合唱とピアノのための組曲「みどりの風に～平和・夢・未来～」作曲を終えて・・・


この度の作曲にあたり、私は自分の作品に対してこれほど素直に受け入れて下さり、私と感動を共有してくださる方たちに恵まれたことを心から幸せに感じます。作曲家に作品を委嘱するということは、ひとつの賭けのようなものと言えます。どんな作品が出来上がってくるかもわからず、その作家が今まで作った作品のイメージで頼むわけです。また出来上がった作品が気に入らなくても、笑顔で歌わざるを得ません。作品は無かったといっていいので、合唱団にとっては「賭け」というより「祈り」に近い感情だったと思います。その「祈り」はつのりつのっていつしか熱を帯び、やがて化学変化をもたらし、それから後は風の勢いに乗って「桜の頃」「ルリビタキ」「小さなレクイエム」「おもい」と、次々に曲は生まれていきました。作詞は団員が手がけること。一見簡単に出来そうですが難しくまた勇気のいる仕事を、この合唱団は全員で乗り越えながらいくつもの詩が生まれました。その中から選ばれたこれらの詩は、この合唱団の連帯が生み出した宝とも言える言葉です。私にとっては「有名な詩人の詩でなくともいい曲は書ける」という信念を、団員の皆さんの詩で実践させてもらう機会を得ました。それぞれの詩には若干の言葉の繰り返しなどの他には、ほとんどそのままに作曲することが、私の課題であり作詞者の心を表現する態度でありました。団員の日常が生み出した言葉を音楽にのせて、団員みんなが心を合わせてハーモニーを作り上げる。合唱団にとってこれほど幸せな歌の誕生があるでしょうか。この組曲のテーマである「平和・夢・未来」はそれぞれの曲に音のイメージとして込められ、混声合唱という４つの声部とピアノから成る人間のドラマとして歌い上げられます。どんなに時が流れて技術が進歩したとしても、人間の本質が変わることはありません。したがってこのテーマを見失わずに追い求めることこそ、人間が生きる姿だということです。　２０１３．１２．１０　源田俊一郎


（源田先生の熱いメッセージを掲載できて、シャンテ担当として冥利につきるものがあります。）





岡田さんはじめ作詞者５名の皆様。おめでとうございます。これで組曲が出そろいました。さて「おもい」、詩の中の「あなた」って誰？作詞の朋子さんに聞きたいですね。でも我々が歌うときはそれぞれの「あなた」がたくさん浮かんでくるでしょうね。シャンテ屋








　　おもい　　　　原詩　貞松朋子


今　私にできること　


それは　ほほえみかえすこと


いつも　いつも　変わらぬ愛を


あなたが笑顔になれるよう





今　私にできること


それは　寄り添い歩くこと


ゆっくり　ゆっくり　転ばぬように


あなたが歩みを止めぬよう





今　私にできること


それは　あなたの幸せ祈ること


今日も　明日も　見つめていたい


あなたの夢が叶うよう





今　私にできること


それは　心をこめて歌うこと


ひとつ　ひとつの言葉に添えて


あなたの心に響くよう





ほほえみかえすこと


寄り添い歩くこと


あなたの幸せ祈ること


そして　心をこめて歌うこと


今　私にできること








富田林市少年少女合唱団演奏会：1月１２日（日）午後１時３０開演。会場はすばるホール。


貞松響さんご出演の演奏会：1月１２日（日）会場はフェニックスホール。（重なったのが残念）


井関先生ご出演ポム・ドゥ・テール早春コンサート：３月１日(土)午後２時開演。会場は神戸朝日ホール(三ノ宮下車、西へ徒歩7分、いくたロード南端)。

















連絡事項：委嘱委員会岡田委員長から：組曲４曲目の貞松朋子さん作詞「おもい」作曲完成。これで組曲が揃いました。楽譜作成に進んでいます。


岡団長から：12月7日付けの発表。第２ピアニストとして、京極輝子先生（ももせ合唱団のピアニストでもおられます）をお招きします。井関先生には今後、貞松先生欠席時の指導（指揮）もお願いします。


合宿委員会から：春合宿のスケジュール配布。アンケートを山澤委員長さんまで早めに提出してください。











Ｐ７２中段」「たいし　たいし」は引きずらないこと。ピアノ演奏がその後の余韻を歌ってくれます。うっかりすると泣いてしまいそうな曲ですが、お客様に泣いてもらうためには緊張して先生のたくさんの指示を実現しなければなりません。がんばりましょう。


練習後半は第１章の通しをやりました。


１２月２１日（土）本年最終。


和田先生の年内最終レッスン。先生が度々強調される言葉。「体幹をまっすぐ立てて、隠れアクビで喉の奥を下げます。ナマズのひげを感じて口角を上げ、レやミの音から上はトサカに響くようにします。」そして「各自で日頃から研究しましょう。」先生今年もありがとうございました。来年も我々の声を鍛えて下さい。


　練習会場は公民館。前回同様電子ピアノ搬入。年内最終練習とて、貞松先生は「《水のいのち》から通してみましょう。」以下、先生の指示です。


「１雨」出だしの男声ハミングはＰＰでもボワッと入らないで。「２水たまり」最初の２小節ピアノがスタッカートで前奏。７拍半をおいて「わだちの・・」と歌い出すのをぴたりとキメるには「指揮者・ピアニストのリズムとテンポ感覚をその２小節の間に全員が共有しなくてはいけません。」「スタッカートに気をとられすぎてハズミすぎないで。」「Ｐ１３私たちの・・」からはＦからＦＦ、またＦからＦＦ。１曲目から抑えに抑えてきた感情をここで初めてぶつけます。」


全曲通しの後、続いて「鎮魂組曲」へ。


「第１章激震」の出だしは「まだ深刻にならず美しく歌います」Ｐ８「たんす・食器だな・・」からは「ほんまにバラバラやなあ」と先生苦笑。今後の課題です。「ボランティア」では再三「タカラジェンヌ」が脱線。「その前のミュージシャンから歌うつもりで。」これもパート練習でマスターしましょう。


「皆さんは私の指示をすぐ実行できますね。でもまたすぐ忘れるので・・」全員爆笑。


　８時３０分に終了して副団長本多さんにより一本締め。いようっポンっ一年間お疲れ様！


その後４０名余の参加の忘年会で盛り上がりました。











練習状況：１２月７日（土）


　場所は公民館。常設ピアノが故障で、団長さんが急遽電子ピアノを搬入。男性団員協力で組み立てて頂きました。お疲れ様。感謝です。


発声は久しぶりの井関先生の指導。「アエイオアオウ」で音階をやり、「順にＫ・Ｓ・Ｔ・Ｎ・Ｈ・Ｍ・Ｙ・Ｒと子音をつけましょう」と、楽しく声だしをしました。


　練習開始前に団長の配慮。堀川高校の生徒さんの演奏『みどりの風に』の録音を聞きました。私たち以外の声がこの曲を歌う。それはこれまでにない感動です。貞松響さんの熱意とご尽力に深く感謝いたします。


さて練習のメインは「第７章　私の息子」。以下は貞松先生の指示です。


この曲は、同じ音高で続くフレーズが多いですが、その中にもふくらませる箇所があります。例：Ｐ６３下段「せんきゅうひゃくきゅうじゅうさんねん　しちがつじゅうごにち・・」の太字協調です。


　その直後はドルチェ（優しく）の表示があるので声質を変えますが、「じゅうごにちしゅっせい」とつないで歌います。声質チェンジはＰ６５の上の女声「うまれたときは・・」は優しい声に。そこからのＢとＴのハミングは口をつむったＭ―だけで女声の歌声の雰囲気を助けます。Ｂさんは下降音型では次第に強めます。Ｐ６５中段「ちいさなこぶしを」と盛り上がってスビトピアノ（すっと引く）。女声「そっと」は一拍休符があるので少し保ってほしいと作曲者（池辺先生）の意図があります。（こう読むのが指揮者の仕事ですと貞松先生。うーむなるほど）確かにここが美しくきまると「おっと泣けそう」でした。声質注意はＰ６６下段「せきにん」はくっきりめ、「しあわせ」はソフトに。Ｐ６７からのソロさん（現時点では貞松朋子さん）入りの女声コーラスはピアノ演奏も無いのでテンポの自由度があります。ここは指揮者をキッチリ見ましょう。Ｐ６９中段「どうぞお願いです・・・」はお祈りとして歌う。「ほんの・・」は「ん」を押さない。押すと「本」になってしまいます。





あけましておめでとうございます。ウェルカム２０１４年、ウェルカム“混声合唱とピアノのための組曲「みどりの風に～平和・夢・未来～」”そしてウェルカム京極輝子先生！！


昨年の１月号同様今年も発行当初のシャンテのロゴです（シャンテの由来は別記）。新年をむかえて初心にかえる気持ちを新たにしたいです。皆さん、お正月はいかがでしたか。早く歌いたいなあと、待ちかねておられた方も多いでしょう。


　今年は富混にとって素晴らしいニュース満載の幕開けです。①「組曲“みどりの風に”」全５曲が源田先生の素晴らしい創作エネルギーで完成、印刷製本を終えた楽譜が新年１回目の練習日に発行の運び。②その源田先生を春合宿にお招きしてご指導いただき親しく交流を深める。③２人目のピアニストとしての京極先生を招聘、井関先生は指導者兼務のピアニストへのご昇格と。昨年は２月～11月の間に、復団を含めて８人も団員が増え、在籍人数が久しぶりに８０名を越えました。今後男声も増えるといいですね。新たな先生もご一緒に、富混丸が出航しまーす。岡毅船長さん、よろしくお願いします。


　さてすぐに、「富田林市少年少女合唱団」の演奏会（下記）があります。前に共に歌った仲間という意識で聴きにいければと思います。子どもさんたちの成長ぶりと音楽性の豊かさは目をみはるものがあります。








２０１４年　１月１１日作成責任及び文責古畑　等
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